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釜段工（川裏対策工）　37

●このような時
　● 出水中居住地側小段、堤防法尻付近の平場などに漏水が発生し

ている。

河
川
水
位
と
の
差

地盤

W.L

●このような効果が
　● 漏水の噴出口を中心に土のうを積んで水を溜め河川水位と漏水

口の水位差を小さくすることで、水の噴出の勢いを抑え漏水口
の拡大を防ぎ堤防の決壊を防止します。

釜　段　工
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38　釜段工（川裏対策工）

釜段工の資材

１準備資材の数量（直径２ｍ）
　①土のうの必要数は下図を参考に算出する
　　　　　　　　　　　　　● 積み土のうに必要な個数の算出は土

のう寸法を参考に、長手積み、小口
積みの中心の円周長より求める。

15
cm

25c
m

排水パイプ

40cm

中詰め土

パイプ押さえ

断面図

平面図

鉄筋杭
水叩き用土のう

水叩き用ブルーシート

排水パイプ(塩ビ)

長手積み
中詰め土

鉄筋杭(φ16mm、1.2m)

小口積み ブルーシート

2.15

鉄筋杭(φ16mm、1.2m)

0.
15
×
4=
0.
6

3段目

4段目

2段目

土のう寸法

重さ30kg

押さえ土のう

1.75
1.40
1.125
1.0

Ｌ1
Ｌ2
Ｌ4
Ｌ3

現地に用意する資材（演習対応、作業時間18分、作業人員20名）

・土のう・外周（2段） …………L1=2π×2.150m=13.5m　n1=13.5m/0.25m×2段=108袋
  　　　　外周（中央３段） …L2=2π×1.750m=11.0m　n2=11.0m/0.25m×3段=132袋
  　　　　内周（４段） ………… L3=2π×1.125m=7.1m　n3=7.1m/0.40m×4段=72袋
  　　　　その他 …………………………１袋（排水パイプ押さえ）＋７袋（水叩き用）＝８袋
  　　　　合計（１釜段当たり） =320袋
・鉄筋杭（φ16㎜、L=1.2m剣付） ………… 72袋/4段×2本=36本（内周土のう打ち込み）
・鉄筋杭（φ16㎜、L=1.2m剣付） ………………… ２本×２箇所=4本（排水パイプ受け用）
・土砂（中詰め用）L4 ………………… 2π×1.4m×0.3m（幅）×0.45m（高さ）=0.85㎥
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締固土1.2割り増し≒1.0㎥
・塩ビパイプ（φ15㎝、L=4m） ……………………………………………………………… １本
・縄（PPロープ８㎜）  …………………………………2.0m/本×２箇所= ２本（パイプ固定用）
・ブルーシート（水叩き用2.7m×3.6m）  …………………………………………………… １枚

・道具類・一輪車 ………………………４台
  　　　　スコップ ……………………４丁
  　　　　ジョレン ……………………２丁
  　　　　テミ …………………………４丁

  　タコ …………………………………２丁
  　かま …………………………………１丁
  　ハンマー（大） ……………………４丁
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釜段工（川裏対策工）　39
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釜段工

● 築く釜の大きさは、漏水口の大きさにもよりますが、通常直径は
２ｍ程度です。

●注意事項　
　 　漏水の箇所をあわてて土や土のう袋をつめたり、あるいは土の

うを漏水の水位（外水位）より高く積み上げたりすれば、浸透水
が堤体に充満し、堤防が「うみ」、堤体をゆるませ、居住地側法
面が崩壊し、ついには破堤にいたらせることもあるので十分注意
しなければならない。

●施工判断
　 　噴水口が１ヶ所の場合は直径１ｍぐらいで十分です。なるべく

直径を小さくして高く土のうを積み河川水位との差を少なくしま
す。

　 　積み上げ高さは下図の状態を目安（案）とします。
　 波紋状態・・・漏水口から噴き上げる状態が水面で僅かに波紋が

見られる程度まで積み上げる。

跳水状態の場合は減圧は十分でない
周辺の地盤の状態を判断し、更に一
段積み上げる。

跳水状態

波紋状態 波紋状態は適度の減圧状態になった
ものと判断。
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40　釜段工（川裏対策工）

施工手順

　釜段工の土のうの積み方は噴出口を中心に内周（４段）、外周（中
央３段）、外周（２段）積みを標準として以下施工手順を示す。

噴出口

噴出口

長手積み

噴出口

長手積み

幅30cm
小口積み

タコ

１　 噴水口を中心に内周の１段目を長
手積みに積み上げていきます。

３ 　 内周の２段目が積み終われば、外
周（中央側）の１段目を小口積み
とします。この時内周と外周間は
30㎝の幅をあけて積み上げてい
きます。

４　  外周（中央側）の１段目を積んで
いく後から中詰め土を入れる。土
は「タコ」でつき固めます。

　※ 一輪車で中詰め土を運搬する場合
両サイドに補助者を配置。

（タコは２ツ手と４ツ手がある）

２　 内周の２段目は１段目の土のうの
突合せ部の上に、２段目の土のう
の中央となるように積み上げま
す。
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釜段工（川裏対策工）　41
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噴出口

内周の土のうと外周間
に土を入れ「タコ」で
つき固めます。

５ 　 内周３段目を積んでいきます。２
段目の土のう突合せ部の上に３段
目の土のうの中央となるように積
み上げます。

７ 　 内周３段、外周（中央側）２段積み、中詰め土入れが終われば、外周の１段目
を小口積みにします。

６　 内周３段目が積み終われば、外周（中
央側）の２段目を積む。１段目の土の
う突合せ部の上に２段目の中央となる
ように積み上げます。

長手積み

長手積み
小口積み

内周

中詰め土

外周(中央側)

外周
小口
積み

断面図

土
噴出口



1
水
防
工
法

2
越
水
対
策
工
3
漏
水
対
策
工
4
漏
水
・
洗
掘
対
策
工

5
洗
掘
対
策
工
6
決
壊
対
策
工
7
亀
裂
対
策
工

42　釜段工（川裏対策工）

4段積み

土

3段積
み

2段積
み

かみくくし結び

鉄筋杭

イボ結び

土

土①

②

③

④

⑤

８　 ①内周の４段目を積みます。②続いて外周（中央側）の３段目を積み、③土を
入れ突き固めます。④外周は２段目を積み上げます。⑤鉄筋杭を１袋に２本、
地盤内（30㎝程度）まで打ち込みます。

９　 排水パイプを内周３段目の上に取り付けます。排水パイプの飲み口は積み上げ
た土のうの端より20㎝程度長くする。この排水パイプを支える鉄筋杭をＸ状態
に打ち込みます。Ｘ交差部を「かみくくし」結びにします。縄の両端をパイプ
に巻きつけ、上部で「イボ」結びで固定します。・・（排水パイプ飲み口押さえ
土のうを置く事）

　　 　排水処理として、ブルーシートを排水口を中心に敷き、四隅に土のうを置き、
排水口の下へ土のう３袋、流れの方向に小口側となるように置きます。
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月の輪工（川裏対策工）　43

●このような時
　出水中居住地側堤防小段や法尻付近に漏水した水が噴出してい
る。

●このような効果が
　漏水の噴出口に土のうを積んで水を溜め、河川水位と漏水口の水
位差を小さくする事で、水の噴出の勢いを抑え、堤体土砂の流出、
法崩れ等を防ぎ堤防決壊を防ぎます。

月の輪工
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44　月の輪工（川裏対策工）
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月の輪工の資材

●準備資材の数量（半径1.2m、高さ４段積み）
　 　土のうの必要個数は下図を参考に、長手積み、小口積みの中心

長さより算出する。

現地に用意する資材（演習対応、作業時間18分、作業人員20名）
 

平面図

土砂
4段目

3段目
3段目2段目

1段目

1段目

排水パイプ

土のう寸法

断面図

天端重し土のう
排水塩ビパイプ

鉄筋杭(φ16mm、1.2m) 鉄筋杭(φ16mm、1.2m)

受け鉄筋杭

ブルーシート

重し
土のう

水叩き用ブルーシート

1.2

1.2

1.2

1.95
2.35L0

L1
L3
L2

1.60
1.325

1.2

長手積み 小口積み
小口積み（２段積み）

0.
15

×
4

 =
0.

6

25cm 40cm

水落ち場土のう

重し土のう

重さ30kg

15
cm

・土のう ・外周（２段）……L0＝2π×2.35m×1/2＝7.4m
 n0＝7.4m/0.25 m×２段＝59袋
 ・外周（３段）……L1＝2π×1.950m×1/2＋1.2m×1/2×2＝7.3m
 n1＝7.3 m /0.25 m×３段＝88袋
 ・内周（４段）……L2＝2π×1.325m×1/2＋1.2m×1/2×2＝5.4m
 n2＝5.4m/0.4m×４段＝54袋
 ・天端重し用………L3＝2π×1.60m×1/2＋1.2m×1/2×2＝6.2m
 n3=6.2m/0.4m＝16袋
 ・その他…………………………………………ｎ4= ７袋（水叩き用）
 ｎ5= ２袋（排水パイプ押さえ用）
 ○合計 …………………………………………………………………………226袋
・鉄筋杭（φ16㎜、1.2m剣付）…………5.4m/0.4m×２本＝28本
・鉄筋杭（φ16㎜、1.2m剣付）…………２本×２箇所＝４本（排水パイプ受け用）
・土砂……………（2π×1.6m×1/2＋1.2m×1/2×2）×0.3m×0.6m＝1.1㎥
 締固土1.2割り増し=1.3㎥
・排水パイプ（φ15㎝、4.0m）………………………１本
・縄（PPロープ８㎜）…………………………………… 2.0m/本×２箇所＝２本（パイプ固定用）
・ブルーシート（2.7m×3.6m）  …………………… １枚
・道具類…… 一輪車４台、スコップ４丁、ジョレン２丁、タコ２丁、鉄ハンマー（大）４丁
　　　　　  かま１丁、テミ４丁
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月の輪工（川裏対策工）　45

平面図

断面図

1.2m

1.2m

1.75m

2.15m

0.50m 1.5m

押さえ土のう
外周①（小口積み３段）

土のう

排水パイプ(塩ビ)
1.75m

2.15m

重し土のう

ブルーシート

ブルーシート小口積み(3段積み)
小口積み(2段積み)

土砂
法尻

長手積み
(4段積み)

法面

鉄筋杭(φ16㎜、1.2m)

鉄筋杭(φ16㎜、1.2m)

鉄筋杭(φ16㎜、1.2m)

鉄筋杭(φ16㎜、1.2m)

外周②(小口積み２段)

天端重し土のう

内周(長手積み４段)

土砂

土のう
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月の輪工

　洪水時に居住地側堤防法尻付近に漏水が見られるとき、土のうを
積み水を貯え、川とその水位との均衡を保つことにより、水の噴出
を防ぎ堤防の法崩れ等を防ぐ目的に施工する。
　現場の漏水状態によるが一般的に半径1.2m ～ 2.0mである。こ
の手順書は1.2mを基本形とする。
●基本形
　 　堤防の法尻から内周1.2m地点に半円を描き、この線に沿って

土のうを長手積みに４段積み上げます。外周①は1.75mの線に
沿って土のうを小口積み（土のう縛り口は外方向）に３段積み上
げます。さらにこの土のうの外側へ外周②は2.15ｍの線に沿っ
て２段積み上げます。

　 　内周４段積みが終わった段階で、土のう１袋に２本の鉄筋杭を
地中まで打ち込んで土のうを安定させる。

　 　内周と外周①間に幅30㎝を設け土砂を入れタコで突き固める。
排水は塩ビパイプを使用し内周３段、外周３段土のう積みが終
わった段階で排水パイプを設置する。このパイプの排水出口はや
や下向きに設置する。排水処理としてブルーシートを排水口を中
心に敷き、四隅に土のうを置き、排水口の下へ土のう３袋、流れ
の方向に小口側となるように置きます。
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46　月の輪工（川裏対策工）
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施工手順

　月の輪工は漏水口を中心に半円形に内周長手積み（４段）、外周
①小口積み（３段）、外周②小口積み（２段）として以下施工手順
を示す。

漏水口

漏水口

1段目

2段目
長手積み

１　 漏水口を中心に内周の１段目を長
手積みにします。

３　 内周の２段目が積み終われば、外
周①の（小口積み）１段目を積み
ます。この時内周と外周①間は
30cmの幅をあけて積み上げてい
きます。

２　 内周の２段目は１段目の土のうの
突合せ部の上に、２段目の土のう
の中央付近となるように積み上げ
ます。

４　 外周①の一段目を積んでいく後か
ら中詰め土を入れる。土は「タコ」
でつき固めます。

 　※ 一輪車で中詰め土を運搬する場合
両サイドに補助者を配置。

2段目

漏水口

1段目

タコ

小口積
み幅30cm

土

（タコは２ツ手と４ツ手がある）
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月の輪工（川裏対策工）　47
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漏水口

土

3段目

1段目
2段目外周①（小口積み）

外周②（小口積み）
漏水口

土

3段目

3段目 2段
目

外周①

外周②

５　  内周の３段目が積み終われば、外
周①の（小口積み）２段目を積み
上げていく。その後ろから中詰め
土を入れ「タコ」で突き固め、外
周②の（小口積み）一段目を積み
ます。

７　   内周・外周①の３段積み、
中詰め土入れが完了し、外
周②の２段積みが終った段
階で、排水パイプを設置し
ます。排水パイプは鉄筋杭
をX状に打ち込み交差箇所
を「かみくくし」結びにし
て、その縄でパイプに巻き
つけ、パイプの上部で「イ
ボ」結びにする。

　　  排水パイプ設置後、ブルー
シートを敷き四隅に重し土
のうを置き、排水口の下に
土のうを流れの方向に小口
側にして３袋置きます。

６ 　  外周①の（小口積み）３段目を積
み上げていく。その後ろから中詰
め土を入れ「タコ」で突き固め、
外周②の（小口積み）２段目を積
みます。

漏水口

3段目

3段目外周①

外周②
2段目

土

排水パイプ

鉄筋杭

水叩き土のう

重し土のう
ブルーシート
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48　月の輪工（川裏対策工）
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工 排水パイプ

漏水口

鉄筋杭

A鉄筋杭
鉄筋杭

排水パイプ

排水パイプ
イボ結び

水叩き土のう

押さえ土のう

天端重し土のうは長手積み

外周①（小口積み３段）

外周②（小口積み２段）

長手積み４段

鉄筋杭をX状に打ち込み
交差箇所をかみくくし結
びとする

BをA縄の下から1回転
させAとB縄の間を抜く

ブルーシート

B

８　   内周４段を長手積みにし、土のう１袋に鉄筋杭２本を地盤へ30cm程度打ち込みます。
排水パイプ押さえ土のうを乗せます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
月の輪工は堤防法面に接し施工される事から、豪雨時、法面から雨水が中詰め土の間
へ流れ込み、土が流され積み土のうが不安定となる恐れがある時は、天端重し土のう
を置く場合がある。
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月の輪工施工に伴う法面補強対策工について
（漏水貯留により、堤防の弱体化が更に進行した場合）

　月の輪工は居住地側堤防小段や堤脚（法尻）付近に漏水が発生し
た場合施工される。
　漏水が発生した地層の場所に人工的に漏水を貯留する事は堤防の
弱体化を更に進行させる。これに伴い法崩れ等が発生し堤防に重大
な影響の恐れがある場合には、月の輪背面に法崩れ防止対策工とし
て土のう等で法面を抑える必要がある。…（この場合月の輪施工と
同時に施工）

月の輪工
堤防法尻補強対策工

月の輪工の土のう数量
半径×高さ 段数 土のう数量

1.2m×0.6m ４段 255袋（月の輪工）＋18袋（法面対策用）＝273袋

土のう積み

法勾配1:2 長手積み４段

小口積み４段

小口積み２段

漏水口
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